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図 4.2 当山小学校の既設の通学区域 

写真① 

 

 
写真② 

 
写真③ 

 
写真④ 

 
写真⑤ 

 
写真⑥ 

 



75 

 

図 4.3 当山小学校通学区域内の児童人口（6～11歳） 
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学級数の推計結果 学級数の推計結果

当山小学校における学級数の推移 当山小学校における学級数の推移

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49

687 679 673 666 649 656 646 620 607 591 588 558 551 544 538 535 530 526 521 517 725 716 709 699 684 692 685 656 642 624 617 581 572 564 558 554 550 548 543 539

27 28 27 27 26 24 25 25 23 23 23 22 22 21 21 21 21 21 21 21 27 29 28 27 27 28 28 27 26 25 25 23 22 22 22 22 22 22 22 21

分離新設校における学級数の推移 分離新設校における学級数の推移

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49

434 429 469 520 585 620 639 646 658 660 640 639 623 605 580 554 530 512 496 485 396 392 433 487 550 584 600 610 623 627 611 616 602 585 560 535 510 490 474 463

18 17 19 22 23 24 25 26 26 25 25 26 25 23 22 21 21 21 21 21 17 16 17 21 23 22 24 26 26 25 24 24 23 22 21 21 21 21 21 20

国道330号や県道241号線などの大きな道路を横断することなく登校できるため、比較的安全
である。

◎

大きな道路の横断は、牧港三丁目からの通学(国道330号の横断)と西原二・三・四丁目から
の通学(国道330号や県道241号線の横断)による道路の横断がある。

分離新設校の開校時における学級数は【27】であり、当山小学校の保有する通常学級数
【31】に対して空き教室は【4】となる。

◎

分離新設校の開校時における学級数は【26】となり、大規模校に分類される。また、浦添市
内11小学校の保有する通常学級数の平均【26】と同規模となる。

〇

△

学級総数 学級総数

推計年 推計年

通学児童数 通学児童数

学校規模
当山小学校

分離新設校の開校時における学級数は【25】であり、当山小学校の保有する通常学級数
【31】に対して空き教室は【6】となる。

◎ 当山小学校

分離新設校
分離新設校の開校時における学級数は【26】となり、大規模校に分類される。また、浦添市
内11小学校の保有する通常学級数の平均【26】と同規模となる。

〇 分離新設校

評価項目 特筆事項 評価 特筆事項

学級総数 学級総数

通
学
区
域
の
比
較

通学区域案(候補地①・候補地②) 通学区域案(候補地③)

評価

推計年 推計年

通学児童数 通学児童数

通学区域
の安全性

当山小学校
大きな道路の横断は、牧港三丁目からの通学(国道330号の横断)と西原二・三・四丁目から
の通学(国道330号や県道241号線の横断)による道路の横断がある。

△ 当山小学校

分離新設校
大きな道路の横断は、西原五・六丁目と前田三丁目からの通学(県道241号線の横断)による
道路の横断がある。

〇 分離新設校

総合評価
分離新設校は当山小学校との距離が近いため通学距離や安全性への改善は期待できないが、当山小学校よりも高低差が低
い場所に位置するため、徒歩による登下校の負担が減ると想定される。

△

分離新設校
通学区域は分離新設校を中心に約1.5ｋｍ程度の範囲に収まる。通学児童数の多い西原地区
は分離新設校から約0.8ｋｍの場所に位置している。(直線距離)

〇 分離新設校
通学区域は分離新設校を中心に約1ｋｍ以内の範囲に収まる。また、通学児童数の多い西原
地区は分離新設校から約0.4ｋｍの場所に位置している。(直線距離)

◎
通学距離

当山小学校
通学区域は当山小学校を中心に約1.9ｋｍの範囲に収まる。通学児童数の多い西原地区は当
山小学校から約1ｋｍの場所に位置している。(直線距離)

△ 当山小学校
通学区域は当山小学校を中心に約1.9ｋｍの範囲に収まる。通学児童数の多い西原地区は当
山小学校から約1ｋｍの場所に位置している。(直線距離)

分離新設校の通学区域内では大きな道路が横断することが無いため、通学路の安全は確保される。また、分離新設校を中
心に1ｋｍ以内で通学区域が収まるため通学距離は改善される。

同心円は500ｍ毎 同心円は500ｍ毎
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